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【公表日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-058
【出願番号】特願2015-531323(P2015-531323)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月14日(2016.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼球血管床内の血流を定量的に測定するための方法であって、
　血流を定量的に測定する眼球血管床を選択することと、
　そこからＯＣＴスペクトルのＭ－Ｂスキャンを取得するために、前記眼球血管床をスキ
ャンすることと、
　ＯＣＴスペクトルの前記Ｍ－ＢスキャンをＭ個のスペクトル帯域へと分割することと、
　前記Ｍ個のスペクトル帯域から血流の定量的測定値を決定することと、
を含む、
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＯＣＴスペクトルの前記Ｍ－ＢスキャンをＭ個のスペクトル帯域へと分割する前記
ステップは、
　前記ＯＣＴスペクトルに及ぶ複数の重なりフィルタを作成することと、
　前記複数の重なりフィルタで前記ＯＣＴスペクトルをフィルタ処理することと、
を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｍ個のスペクトル帯域から血流の定量的測定値を決定する前記ステップは、
　前記Ｍ個のスペクトル帯域に対する複数の相関除去画像を作成することと、
　流体画像を作成するために、前記Ｍ個のスペクトル帯域に対する前記複数の相関除去画
像を組み合わせることと、
を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｍ個のスペクトル帯域に対する複数の相関除去画像を作成する前記ステップは、
　各スペクトル帯域に対して振幅情報を決定することと、
　各スペクトル帯域に対して隣接する振幅フレーム間の相関除去を計算することと、
を含む、
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　バックグラウンドノイズを除去するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　流体画像を作成するために、前記Ｍ個のスペクトル帯域に対する前記複数の相関除去画
像を組み合わせる前記ステップは、
　各スペクトル帯域に対して平均相関除去画像を作成するために、各スペクトル帯域に対
して前記複数の相関除去画像を平均化することと、
　前記Ｍ個のスペクトル帯域から前記平均化された複数の相関除去画像を平均化すること
と、
を含む、
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　過度の運動ノイズを有する各スペクトル帯域に対して相関除去画像を排除するステップ
をさらに含む、
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　眼性疾患を有することが疑われる被験者において、前記眼性疾患の存在を診断する方法
であって、
　血流を定量的に測定する前記被験者内の特定の眼球血管床を選択することと、
　そこからＯＣＴスペクトルのＭ－Ｂスキャンを取得するために、前記眼球血管床をスキ
ャンすることと、
　ＯＣＴスペクトルの前記Ｍ－ＢスキャンをＭ個のスペクトル帯域へと分割することと、
　前記Ｍ個のスペクトル帯域から血流の定量的測定値を決定することと、
　健常被験者から取得されたものと、血流の前記定量的測定値を比較することと、
を含み、前記健常被験者から取得されたものと比較した、前記眼性疾患を有すると疑われ
る前記患者の血流における減少は、前記疾患の存在を示す、
ことを特徴とする方法。
【請求項９】
　眼球血管床内の血流を定量的に測定するためのシステムであって、
　光干渉断層撮影装置と、
　前記装置に結合され、前記眼球血管床からＯＣＴスペクトルのＭ－Ｂスキャンを前記装
置に取得させ、Ｍ個のスペクトル帯域へとＯＣＴスペクトルの前記Ｍ－Ｂスキャンを分割
させ、前記Ｍ個のスペクトル帯域から血流の定量的測定値を決定させるように適応された
一つ以上のプロセッサと、
を含む、
ことを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　Ｍ個のスペクトル帯域へとＯＣＴスペクトルの前記Ｍ－Ｂスキャンを前記装置に分割さ
せるように適応された前記一つ以上のプロセッサは、前記ＯＣＴスペクトルに及ぶ重なり
フィルタを作成させて、前記重なりフィルタで前記ＯＣＴスペクトルを前記装置にフィル
タ処理させるように適応されることをさらに含む、
ことを特徴とする請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記Ｍ個のスペクトル帯域から血流の定量的測定値を前記装置に決定させるように適応
された前記一つ以上のプロセッサは、血流の定量的測定値を決定するために、前記Ｍ個の
スペクトル帯域に対して複数の相関除去画像を前記装置に作成させて、前記Ｍ個のスペク
トル帯域に対して、前記複数の相関除去画像を組み合わせるように適応されることをさら
に含む、
ことを特徴とする請求項９に記載のシステム。
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【請求項１２】
　Ｍ個のスペクトル帯域に対して複数の相関除去画像を前記装置に作成させるように適応
された前記一つ以上のプロセッサは、各スペクトル帯域に対して振幅情報を前記装置に決
定させて、各スペクトル帯域に対して隣接する振幅フレーム間で相関除去を計算させるよ
うに適応されることをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　血流の定量的測定値を決定するために、前記Ｍ個のスペクトル帯域に対する前記複数の
相関除去画像を前記装置が組み合わせるように適応された前記一つ以上のプロセッサは、
各スペクトル帯域に対して相関除去画像を作成して平均化し、前記Ｍ個のスペクトル帯域
から前記平均化された複数の相関除去画像を平均化するために、各スペクトル帯域に対し
て、前記複数の相関除去画像を前記装置に平均化させるように適応されることをさらに含
む、
ことを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
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